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新
た
に
成
人
と
な
る
方
は
、
も

う
既
に
平
成
生
ま
れ
ば
か
り
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
新
成
人

は
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
（
暦
上
４
月
１
日
ま
で
）
生
ま

れ
の
皆
さ
ん
。
選
ば
れ
た
実
行
委

員
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た

が
、
運
営
を
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
朝
早

く
か
ら
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
成
人
が
母
校
に
集
う

～
千
秋
中
学
校

平
成
22
年
度
卒
業
生
～

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）
一
宮
市
民
会
館
で
市
主
催
の
成
人
式

を
終
え
た
千
秋
中
学
校
卒
業
生
が
、
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
に
出
席
す

る
た
め
、
母
校
の
屋
内
運
動
場
に
集
合
し
ま
し
た
。
久
々
に
逢
う
同
朋

た
ち
と
旧
交
を
温
め
な
が
ら
も
、
恩
師
（
髙
木
前
校
長
も
加
わ
り
）
と

の
再
会
に
思
い
出
を
蘇
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

【
学
校
運
営
協
議
会
か
ら
の
激
励
】

市
青
少
年
育
成
課
に
よ
れ
ば
、

今
年
新
成
人
と
な
る
方
は
、
千
秋

町
内
で
172
名
（
男
性
86
名
・
女

性
86
名
）
と
の
こ
と
。

少
子
化

と
い
わ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
昨
年

よ
り
若
干
減
っ
て
い
る
様
子
。

こ
の
日
千
秋
中
学
校
に
集
合
し

た
新
成
人
は
約
150
名
ほ
ど
。
昨
今

の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、
大
変
騒
が

し
い
成
人
式
が
報
じ
ら
れ
る
中
、

整
然
と
し
て
い
る
姿
は
見
て
い
て

清
清
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
運
営
協
議
会
の
河
原
会
長
も

「
こ
れ
か
ら
の
千
秋
を
担
う
大
人

へ
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

町
屋
文
化
展
開
催

１
月
３
日
（
日
）
と
４
日

（
月
）
の
両
日
、
町
屋
公
民

館
に
お
い
て
、
町
屋
町
内
会

主
催
に
よ
る
文
化
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

見
事
と
し
か
言
い
よ
う
の

無
い
寄
植
え
を
始
め
、
書

道
・
絵
画
・
海
外
や
紅
葉
の

写
真
・
手
芸
や
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
っ
た
作
品
な
ど
が
並

べ
ら
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

【
↓
子
ど
も
会
力
作
の
数
々
】

千
秋
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

12
月
23
日
（
祝
・
水
）
千
秋

南
小
学
校
屋
内
運
動
場
に
お
い

て
、
公
民
館
主
催
平
成
27
年
度
千

秋
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
、
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

優
勝
／
赤
組
（
総
得
点
1046
点
）

準
優
勝
／
青
組
（
同
1013
点
）

☆
個
人
賞

（
敬
称
略
）

優
勝
／
鈴
木

春
江

準
優
勝
／
伊
藤

法
子

第
三
位
／
川
尻

礼
子

※ 発行者 
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末
広
大
学
１
月
講
座

『
七
十
歳
か
ら
の
体
づ
く
り
』

１
月
８
日
（
金
）
伊
藤
鈴
子
氏

を
招
き
、
お
正
月
の
間
に
溜
め
込

ん
だ
お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
？
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
と
か
予
防
の

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

年
度
末
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

末
広
大
学
講
座
を
今
年
度
８
回

以
上
（
社
会
見
学
は
３
回
分
に
相

当
し
ま
す
。
）
受
講
を
さ
れ
た
方

に
は
、
３
月
に
修
了
証
書
を
交
付

し
、
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
２
月
の
受
講
日
が
申
請
の
締

め
切
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘

れ
な
く
！

親
子
餅
つ
き
大
会
開
催

12
月
20
日
（
日
）
千
秋
公
民
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
南
北
分
団
参
加

１
月
９
日
（
土
）
九
品
地
競
技

場
に
て
行
わ
れ
、
千
秋
町
か
ら
は

千
秋
南
北
分
団
も
各
消
防
車
両
と

共
に
参
加
し
ま
し
た
。

千
秋
小
と
千
秋
東
小
で
は
、
11
月

14
日
（
土
）
に
、
千
秋
南
小
で
は
、

11
月
21
日
（
土
）
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
学
校
外
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
千
秋
中
で
は
、
12
月
12

日
（
土
）
に
、
音
楽
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

千
秋
小

「
千
秋
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」

千
秋
小
で
は
、
子
ど
も
と
保
護
者

あ
わ
せ
て
180
名
を
超
え
る
方
々
が
参

加
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
外
活
動
「
千

秋
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、「
３
Ｄ
カ

ー
ド
づ
く
り
」
と
「
キ
ャ
ン
ド
ル
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
向
け
に
「
リ
ー
ス
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
熱
心
に
、
ま
た
、
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
「
マ
イ
カ
ー
ド
」
や
「
マ

イ
キ
ャ
ン
ド
ル
」「
マ
イ
リ
ー
ス
」
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

千
秋
三
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
外
活
動

千
秋
中
学
校

音
楽
会

開
催

閉
会
式
後
に
バ
ザ
ー
を
行
い
、
ま

た
、
フ
ェ
ス
タ
の
最
後
に
は
、
参
加

児
童
に
お
こ
わ
を
配
り
ま
し
た
。
こ

の
お
こ
わ
は
、
千
秋
っ
子
フ
ァ
ー
ム

で
と
れ
た
餅
米
を
使
い
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
調
理
し
て
く
だ
さ

っ
た
も
の
で
す
。

土
曜
日
の
午
前
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
秋
南
小

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

名
古
屋
音
楽
大
学
NCM
管
弦
楽

団
を
迎
え
、
学
校
外
活
動
（
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
開
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
100
名
あ
ま
り
の
参

加
者
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
楽
器

紹
介
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
楽
器

の
実
物
を
見
、
指
揮
者
体
験
で
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
を
実
際
に

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
や

「
カ
ル
メ
ン
」
、
「
軍
隊
ポ
ロ
ネ
ー

ズ
」
の
よ
う
な
曲
の
間
に
、
日
本

の
民
謡
で
あ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

が
盛
り
込
ま
れ
、
レ
バ
ー
ト
リ
ー

豊
か
な
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

音
楽
と
ふ
れ
あ
い
、
毎
日
の
忙

し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重

な
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

【
写
真
は
次
頁
上
段
へ
】
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千
秋
東
小

「
親
子
で
楽
し
く
作
ろ
う
」

学
校
外
活
動
の
一
環
と
し
て
、

「
う
ど
ん
作
り
体
験
」
と
「
寄
せ

植
え
体
験
」
の
二
講
座
を
設
け
ま

し
た
。「
う
ど
ん
作
り
体
験
」
の
講

座
で
は
、
名
古
屋
文
理
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
の
柵
木
嘉
和
さ
ん

の
指
導
の
下
、
手
打
ち
う
ど
ん
を

醤
油
味
、
味
噌
味
、
カ
レ
ー
味
で

試
食
し
ま
し
た
。「
寄
せ
植
え
体

験
」
の
講
座
で
は
、
寄
せ
植
え
華

道
協
会
師
範
の
中
根
康
子
さ
ん
の

指
導
の
下
、
素
敵
な
花
の
鉢
を
作

り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
座
も
親
子
で
協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し

た
。

【
写
真
は
下
段
へ
】

千
秋
中
学
校
音
楽
会

「
奏
で
よ
う

熱
い
想
い
と
繋
が
る
心
」

12
月
に
し
て
は
珍
し
く
暖
か
な

朝
、
今
年
度
も
多
く
の
保
護
者
の

方
や
地
域
の
方
を
お
招
き
し
て
、

音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
も
増
し
て
学
校

中
に
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
で
熱
の
こ
も
っ
た
合
唱

練
習
が
展
開
さ
れ
、
自
分
た
ち
の

目
指
す
合
唱
に
近
づ
い
て
い
け
る

よ
う
に
と
、
ど
ん
ど
ん
意
見
を
出

し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
新
し
い
試
み
と
し
て
体
育

大
会
で
の
群
団
ご
と
に
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
上
級
生
が
下
級
生
に

対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、

お
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
本
番

で
発
揮
さ
れ
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
最

高
の
歌
声
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
三
年
生
の
伴
奏
者
の
感
想

で
す
。「
こ
の
曲
は
テ
ン
ポ
の
変

化
が
多
く
、
合
わ
せ
る
の
に
と
て

も
難
し
い
曲
で
し
た
。
技
術
的
に

不
安
が
な
く
な
る
ま
で
何
度
も
練

習
を
重
ね
、
指
揮
者
と
も
し
っ
か

り
と
打
ち
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
と

の
合
わ
せ
練
習
に
臨
み
ま
し
た
。

楽
譜
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
。
で
も
、

そ
の
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
楽
譜
を

持
っ
て
舞
台
に
上
が
れ
た
こ
と
が

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

三
年
生
の
発
表
後
、
職
員
と
お

や
じ
の
会
が
ア
・
カ
ペ
ラ
の
「
若

人
の
歌
」
と
「
花
は
咲
く
」
の
二

曲
を
披
露
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
ビ

リ
ー
ヴ
」
は
生
徒
も
一
緒
に
合
唱

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
浅
野
先
生

と
尾
張
國
一
之
宮
春
明
太
鼓
保
存

会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
春
明
太
鼓

が
演
奏
さ
れ
、
と
て
も
よ
い
雰
囲

気
の
ま
ま
音
楽
会
の
幕
が
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

【
写
真
は
下
段
へ
】

【３年生による学年合唱】【先生とおやじの会による合唱】
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